
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
７クール日報（２月１７日～２月２３日）
	報告日
天気
	２月１９日（月）
雨
	報告者
	兵庫県社協：岡地
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化ホール

	近ブロメンバー
	７クール　北川、鈴木、小仲、小牧、門脇、濱田、長井、山形、徳岡、岡地（１０名）

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:00　団体ボラ到着・オリエン・マッチング
9:20  石川県ボラバス到着・オリエン（団体ボラマッチング後）
10:20 ボランティア送り出し完了（主に矢田郷、崎山、東湊地区）
活動中Ｖ問合せ対応
現地調査開始
14:30 県ボラ活動終了・完了報告
15:00 県ボラ解散
　　　翌日のボラ活動のアポ取り
現地調査戻り・翌日の訪問調査のアポ取り
17:15 スタッフ終礼
18:00 終礼終了
マッチング準備、現地調査準備
20:00 活動終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割　体制図のとおり
【V86人、現地調査17件、マッチング数25件、活動完了15件】
〇イオングループとの打ち合わせ内容について、七尾市社協より報告。イオン側はVC運営支援のイメージではなく、スポット的にボランティアに入ることを想定。帯での運営支援は経営判断となるため、協力の可否は今週中の返事となる。
○カルタス能登（NPO）より軽トラと送迎ボラの申し出あり。
〇県ボラの活動にて、一部帰りの時間に遅れた。朝のオリエン時に再度徹底する。
○集積場でのスムーズな送り出しに向け、現在、活動場所からのごみを仮仮に持ち込み、分別しているが、思いのほか分別に時間を要しており、かつ天候不順の場合はほとんど対応不可となる。仮仮の場所確保も日替わりとなり、ゴミを置いたままにすることができない。
〇３月よりJCの協力人数が大幅に減少する予定（本部３名のみ）。代わりに、企業ボランティアとしてイオングループに協力依頼をしている。引継ぎを円滑にするため、２月下旬に両者が一緒に業務できるよう調整する予定
（市社協大森課長　休み）

	今後の主な予定
	〇２月２０日　現地調査（主に中島地区）

	調整課題・所感等
	本クールのミッション【３月以降のVC体制の構築（JCの体制変更後）】
　JCがこれまで担ってきた役割をどうするかが課題。イオン等、企業ボラに引き継ぐ場合でも近ブロのマッチング担当（車両）との動きとも連動してくるため、市社協、JCと丁寧に調整していく。
　明日より天候不順の日が続くため、屋根のない仮仮置場での対応を考える必要がある。雨に加え気温低下となると、活動での安全確保が困難となることを踏まえ、仮集積場までの流れを再度考える必要がでてきた（本日の終礼で市社協とも共有済み）。


	その他
	



